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平成26年度環境保全協議会

１１１１. 降下降下降下降下ばいじんばいじんばいじんばいじん

２２２２.ボイラボイラボイラボイラ更新更新更新更新



平成26年7月時点

(1)ボイラ事故多発に対する対策

(2)大気汚染防止法違反の対策(ボイラ)

(3)大気汚染防止法違反の対策(鉄鋼生産設備)

(4)水質関連

(5)廃棄物関連

(6)粉じん関連

(7)環境管理システム関連

(8)環境防災管理部門関連
(9)教育関連

(10)情報公開
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対策一覧表の項目

(11)その他

実施済 着手済 案件数
技術面 75 1 76
管理面 71 1 72
追加 7 0 7
合計 153 2 155

環境対策の進捗



１．降下ばいじん
加古川神鋼ビル
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3.21t/km2/月未達成



低温領域 メイン領域

循環フード

平成25年7月 製鉄所影響値未達成の原因

焼結工場概要図



低温領域 メイン領域

循環フード

吹き出しを
目視で確認

仕切仕切仕切仕切りりりり板設置板設置板設置板設置

平成25年7月 製鉄所影響値未達成の原因

省エネ目的の仕切り板を設置⇒吹き出し発生



平成25年7月 製鉄所影響値未達成の対策

＜対策＞
①仕切り板の撤去
②循環フード圧の管理（-100Pa以下で管理）
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平成26年5月 製鉄所影響値未達成の原因
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平成26年5月 製鉄所影響値未達成の原因



平成26年5月 製鉄所影響値未達成の対策

焼結原料ヤード写真

＜対策＞
気象予報を確認し、降雨時を除き南風で風速が
8m/s以上のとき散水を行う。



（参考）平成26年5月循環フード圧（-100Pa以下で管理）
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平成25年7月未達成の対策：遵守



２．ﾎﾞｲﾗ事故多発対策

１～６号ボイラ更新

全体工程

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

８号ボイラ

９号ボイラ

１ＧＴＣＣ

２ＧＴＣＣ

凡例：　　　解体工事、　　　基礎工事、　　　本体工事

ＧＴＣＣ：ガスタービンコンバインドサイクル



２．ﾎﾞｲﾗ事故多発対策

工事完了し稼動

１号ＧＴＣＣ ８号ボイラ



工事完了し稼動

９号ボイラ

２．ﾎﾞｲﾗ事故多発対策



工事中

２ＧＴＣＣ

２．ﾎﾞｲﾗ事故多発対策


